
子育てをしながら救急隊として勤務する女性職員をご紹介いたします。

桑原消防士 

育児休暇取得後、救急隊として復帰した

いと考えておりましたが、子供が小さく、一緒

に入れる時間が少なくなり家族への負担も増え

るため、救急隊員としての隔日勤務を諦めてい

ましたが、日勤救急隊という配置で、救急業務

に取り組むことができることになりましたので、

子育てと仕事の両立ができるように頑張りたい

です。 

日勤救急隊経験者の井上消防士 

※日勤救急隊員制度とは、子育て世代の職員が当直勤務ではなく、毎日勤務として救

急業務に取り組み、ワーク・ライフバランスの充実を図る目的で作られた制度です。 

火災・救急件数（令和４年４月末現在） 

火災件数 救急件数 

高津消防署管内  １３件     ２８９３件 

川崎市内全域 １１０件    ２５４７０件 

消防団員募集中!
高津消防署 044-８１１-０１１９ 

消防職員になり約４年間救急隊として勤務

していましたが、出産前は予防業務にも従事

していました。救急隊員は２４時間勤務です

が、育児のため昼間の時間帯だけ救急隊員と

して勤務できる日勤救急隊員制度を活用して

４月から救急隊員として復職しました。子育

てと救急の仕事を両立できるようになり、大

変やりがいを感じています。母親の視点を生

かし、子育て世代に寄り添った救急活動がで

きるように頑張ります。 

昨年度まで日勤救急隊員制度を活用して、昼間の時間

帯だけ救急救命士として勤務していました。子供は家族

の時間が増えてとても喜んでいました。子供が成長した

こともあり、現在は当直勤務をしていますが、日勤救急

体制度を活用したことで、救急救命士のキャリアをあき

らめることなく安心して当直勤務に復帰することができ

ました。これからもキャリアを生かして市民サービスの

向上に努めてまいります。 


